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変死(1 ) 
自然死(病死)以外の不自然死(変死)，またはその疑
いのある死と考えられる場合は検察官あるいは司法警察
員によって検視が行なわれる。もちろん，検視のうちで
最も重要な死体検案(検屍)は医師によって行なわれる
のであるが，病死あるいは自他殺，事故死などの判断は
検視の義務を負わされている検察官あるいは司法警察員
が，死体をも含めて環境や着衣などの状況を詳細に検討
して行なうわけである。ところで，すべての死体が死因
を推定するに足る所見を具えていて，それが死体のおか
れていた環境やその他の状況と矛盾がなければ適正な判
断が下されて，適切な処理が行なわれる筈である。とこ
ろが現実には必ずしもそうではない。推定される死因と
は合致しない所見のみられることもあり，判断に苦しむ
ことが少くない。そんな場合は疑問を解明すベく私ども
に質問が向けられるのである。
…「ガス中毒の屍斑は紅いでしょうかJ rいや，普通
の屍斑と変りませんよ，紫赤色ですよJrそうですか，
一線(地区の警察署五指す)からの報告では鮮紅色の屍
斑となっていましたのでJrそれはおかしいですよ，…」
・・これは最近私と刑事調査官との聞でとり交わした電
話のーコマである。ガス中毒の屍斑は紅いかどうかとい
う質問であったが，私は紅くないと答えたのであった。
ところで，ガス中毒の屍斑は紅いと教わったがと首をか
しげる人がいるのではなかろうか。たしかに以前はガス
中毒の屍斑は鮮紅色を呈しており，またその様に教えて
きたのであったが，現在では紫赤色を呈しており，普通
の屍斑と変りない。何故だろうか。
かつて都市ガスに石炭ガスを使用していた時代には家
庭ガスの中に 6，.20%の coが含まれていた。 co中
毒の屍斑はきわめて特徴的で鮮紅色を呈しているが，か
つての都市ガス中毒の本態は co中毒であるから，そ
の屍斑が鮮紅色であったことは当然のことである。とこ
ろが，東京ガスは数年前からカロリーアップのために石
炭ガスを天然ガスに切り替えたため，この中には coが
含まれていないのである。その成分はメタン，エタン，
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炭酸ガス，窒素である。したがって近ごろの家庭ガス中
毒の屍斑が鮮紅色ではなく紫赤色になったのはその死因
が co中毒ではなく，ガス自体の毒性かあるいは窒息
によるからである。
ところが警察署からの報告では相変らず鮮紅色の屍斑
となっているので，それでは一度検屍に行きましようと
いうことになり，丁度その日に届出のあったガス自殺の
死体を検案したところ，その屍斑は紫赤色であった。し
たがってこれまでに出された鮮紅色の屍斑という報告は
かつての先入観によるものであろうと話したのであった
が，その後も相変らず同じ様な報告がくるので，さらに
二度，三度と検屍をつづけたところ，今度は本物の鮮紅
色屍斑に遭遇したので、ある。これはどうしたことかと考
えてみたが判らない。とにかく co中毒であろうと考
えて，遺族の許可を得て採血し，定性，定量試験を行な
ってみると明らかに co陽性で，約 40%も含まれてい
るではないか。そこでそのガスを供給している会社に問
い合せてみると何のことはない，うちの会社はナフサガ
スを使用しているので coを含んでいますという答で
あった。穴があったら入りたいとは全くこのことで，も
っと早く気が付くべきだったのだが，家庭ガスは何も東
京ガスだけではなかったのである。さらに県下における
ガスの供給会社を調べてみると 40社以上もあり，供給
しているガスの種類によって四系統に分類されることを
知った。まず東京ガスを中心とする天然ガス，京葉ガス
を中心とするナフサガス(粗製ガソリンから分離)，野
田ガスを中心とするブタン，その他プロパンの四種であ
る。この中， coを含んでいるのはナフサガスで約 8，. 
9%の含有量であるから，この系統のガス中毒ではその
屍斑は当然鮮紅色を呈しているわけで、ある。したがって
現在の家庭ガスの中毒屍では由来するガスの性状によっ
てその屍斑が鮮紅色であったり，紫赤色であったりする
わけである。
ところで，このようなガス中毒で死亡する例はどの位
あるであろうか。昭和 39年より昭和 43年に至る 5年間
の変死屈を調べてみると表に示した変死者発生数 7，434 
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